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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 10/17～18日　院内研修　予定

· 10/22青明舎主催　卓球・バレーボール大会開催予定

（場所：青陽館2Ｆ　卓球道具一式借用予定、前日のミーティング時に説明予定）

＜青明舎情報交換＞

· 豊川　明男　様～不安などの訴えなく、グループホーム生活には慣れてきた様子が見られる。

· 種本　サハ　様～現在はデイナイトケア夕食時に持参した納豆のみ摂取している。帰宅後に

空腹を感じ間食を摂取している。間食は高カロリーなものを控え、果物を

勧めている。デイナイトケアでの夕食摂取の希望が聞かれる事あり、希望

時には注文をしていく。

· 富田　紀子　様～右手首痛について検査結果異常なし。精神薬と疼痛との関連性について、

次回外来受診時に担当医へ確認予定。

· 下妻　康貴　様～足のムズムズは、徐々に良くなってきたとの事。月2～3回飲酒しており1

回の飲酒量は焼酎の水割り1～3杯程度との事。担当医へ飲酒している事は報告しておらず、担当医へ伝えるよう説明している。金銭管理について「徐々に貯金額が減ってきている。」と話す。年金と給料で月に10万5千円でやりくり出来れば、貯金をおろして使用しなくても良いとの事。小遣い月2万円以下であればやりくり可能だが、遊ぶお金の事でケチケチしたくないと話す。小遣い月3万円以上使用する事も度々あるとの事で、貯金を使わず月10万5千円以内でやりくりするよう促している。

· 高柳　和子　様～今週は体調良く、頓服薬のリスパダールを服用する事はなかったとの事。

12月にインフルエンザ予防接種を受ける予定と話す。携帯電話について「皆、

持って歩いているので、今度から私も持って行こうかな。」と話す。スタッ

フから操作法の説明を受けている。

· 我満　奈津紀様～便秘が続いており、食欲があまりないとの事。オリーブオイルを入れた味

噌汁を飲んだら排便はあったが、まだ残便感があるとの事。寒気やフラフ

ラ感があり、禁煙外来から処方された薬の副作用との関連について、禁煙

外来医師へ確認している。副作用の可能性は低く、風邪症状ではないかと

説明を受けたと報告される。

· 前野　義勝　様～台所が以前よりも片付いており、少しずつ整理整頓していると話す。出納

簿の記入は継続している様子であるが、3～4日置きくらいに6000円～9000

円と出金している事がある。1週間1万円で過ごす習慣は崩さないよう伝

えている。食事内容は油物を控えている様子。以前からコレステロール値

を指摘されており、3ヶ月程前からバス停を一つ前で降りて歩く事や、３

０分散歩する等、毎日の運動を継続していると話す。就労面では「このま

まうみねこ幸房にいるのかな。」と話す。将来の生活スタイルについてどの

ように考えているか問うと、「いずれは姉の畑仕事を手伝って暮らしたい。」

と話す。姉妹様の心配をしている様子あり、家族の支えになれるよう今の

生活を維持する事がまずは大切である事を伝えている。

· 平　京子　　様～栄養指導が始まり、コレステロール値を下げられるよう頑張ると話す。毎

日マヨネーズをかけてサラダを食べていたが、健康ドレッシングに変えた

との事。訪問看護スタッフからもノンオイルドレッシングや和風ドレッシ

ング等を紹介されたとの事。運動の促しには「運動はしたくないんだよね。」

と消極的である。

· 高田　マキ　様～訪問看護の利用が決定するまで「場所がわかるかな？」「死にたい。」と発

言しソワソワと落ち着かない様子が見られる。10/19に訪問予定であり、

その際に利用にあたっての説明や書類作成を行なう予定。

· 松永　勘五郎様～頭皮にＢＢクリームを塗っている事がある。診察時に担当医から軟膏処方

を促されるが断っている。ベビー石鹸の使用を紹介していく。

· 山田　健次　様～介護保険の申請については、兄様が代理申請役を担う事となる。手続にお

いては青明舎スタッフが介入していく。

＜事例検討＞

関　秀治　様（33）統合失調症　　ナイトケア利用歴：4年　100％（毎週水曜日利用）

検討事項
目標・計画の振り返り

長期目標：就労を継続しながら生活を送る

中期目標：①疲労感の自覚を持つ

　　　　　②休養を適度に取り、気分転換を図る

短期目標：①仕事状況や生活状況で気になった事を話す中で、疲労に伴う症状を自覚する

　　　　　②他者との交流を通して、気分転換を図ることや、コミュニケーション能力を向上

治療計画：①仕事の状況を確認し、仕事で大変であった事や気になった事を確認する

　　　　　②疲労に伴う症状について確認する

　　　　　③本人から身体症状の訴えがあった際には疲労感による症状を振り返る

　　　　　④気分転換の方法を本人と振り返り、通所で過ごしている時間や休日の使い方につい

て確認する

現　状
・本人希望にて金曜日も体験的に利用している。正式利用への移行を促すが、「もしも来れなかっ

たら後悔しそう。」と踏み出せずにいる。

・夏場に不調を訴える事が多かった。生活状況では、休日の炎天下に散歩を行なう、水分補給せ

ずに仕事を行なう、暇があれば運動など体を動かしている様子が見られる。

・「疲労の感覚が分からない。」との事で、疲労について考える事を促している。

・仕事で指摘された事を自分で抱え込んでしまう所がある為、解消法について考える事を促して

いる。

1 について

・仕事での失敗（トイレタンク内にキャップを落とした事、洗面台掃除後に早く掃除を行なうよ

う再び促された事、蛇口をきつく閉めないよう言われた事）や、バスに傘を忘れた事等、帰宅

後に指摘された事を思い出し気にしている様子がある。→　ナイトケア場面で対処法をアドバ

イスし対応している。

・自ら気になった事があれば報告できるようになってきている。

2 について

・「フラッとするんです。気が遠くなる感じで。」と表現する事がある。→疲労から生じている可

能性があり、何事も全力で行ない過ぎない事を伝えている。

・汗をかきながら運動を行い、自宅でもスクワットや腕立てを自主的に行なっている。

・翌日の仕事に支障をきたさないよう自身でも調整をしている様子が見られる。

・ご家族からも力の抜き方を学んで欲しいとの要望がある。

3 について

・「疲れたかも。」と表現は出来るが、具体的に振り返る事は出来ずにいる。

4 について

・友人と出かけたり運動（卓球・エアロバイク・エアロビ等）を行なう事で気分転換になってい

る様子。（友人との外出に疲労感を感じる事があるが、誘われると断れない所もある様子）

検討結果

治療計画について、本人と再確認し内容を検討していく。

＜利用者様状況＞

· 川口　尚良　様～来週より週一回（火曜日）10～30分かけて自律訓練法を実施予定。場所に

ついては検討中。

· 種本　サハ　様～スタッフから週末服用分の薬包を確認してもらう予定であったが、薬包を

無くしたとの事。服用は確実に行ったと本人は話されている。薬の管理を

慎重に行なうよう説明している。

＜外来情報＞

・　松村　勉　　様～デイケア利用を週2回にしたいと相談されている。

· 森田　清助　様～禁煙は継続中との事。

· 我満　奈津紀様～禁煙は継続中との事。日中に眠気があり、フルボキサミン（25㎎）を減薬。

便秘もあるためセンナリド1錠追加処方となる。

· 繁名　和恵　様～幻聴はなくなったとの事。コントミン3錠→5錠へ増薬。

· 菅原　信正　様～メンバーから自分がどう思われているのか気になると話す。スタッフによ

って対応が違うとの不満も話す。断酒を3ヶ月継続できている事を担当医

から評価されている。

· 藤村　翔　　様～幻聴はないとの事。

· 鈴木　和則　様～先週、眠剤が追加処方となっているが、今週はエスタゾラムが追加処方と

なる。

